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※　成果指標及び数値目標は、選定時に設定したものである。

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

主たる事業所の所在地
（代表団体）

非公募理由

管理運営費の財源

平成２８年４月１日～令和３年３月３１日

非公募

（１）過去の公募状況を見ると民間企業等からの参入意欲が少ないこと。
（２）千葉市教育振興財団の管理実績及び利用者からのモニタリング調査の結果が
　　　良好であること。
（３）「外郭団体の事務事業の見直し結果」において、生涯学習センターの管理運営
　　　事業には高度の専門性及びボランティアや各種団体等との豊富なネットワーク
　　　が必要であるため、外郭団体の有する特性や担うべき役割等を踏まえ、千葉市
　　　教育振興財団を非公募で選定するべきとの方向性が示されていること。

指定管理料及び利用料金収入

指定管理者名

構成団体
（共同事業体の場合）

公益財団法人　千葉市教育振興財団

千葉県千葉市中央区弁天３丁目７−７

指定期間

選定方法

平成３０年度　指定管理者年度評価シート

１　公の施設の基本情報

施設名称 千葉市生涯学習センター

条例上の設置目的

市民生活や地域社会の課題を「学ぶ」機会を提供する

学びを「支える」環境づくりを進める

延べ受講者数　３５,０００人

施設利用率　５５％

市民の主体的で創造的な学習活動を支援する上で、関係機関との連携を強化するととも
に、調査研究機能や学習プログラムの充実、学習情報の提供及び相談体制の整備や充実
など、生涯学習を総合的に推進していく効果を見込んでいる。

学習成果が「生きる」地域づくりを進める

ボランティアコーディネート件数　２６０件

（指定管理事業+自主事業（どちらも展示を除く））

千葉市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習振興課

２　指定管理者の基本情報

所管課

　生涯学習センターは、本市の生涯学習ネットワークの拠点となる中核的施設として、
市民の主体的で創造的な学習活動を支援する上で、関係機関との連携を強化するととも
に、調査研究機能や学習プログラムの充実、学習情報の提供及び相談体制の整備や充実
など、生涯学習を総合的に推進していく事業を展開することが期待されている。

千葉市生涯学習センター設置管理条例（平成１２年千葉市条例６６号）
第１条　本市は、市民の生涯学習及び交流の場を提供するとともに、生涯学習活動を総
合的に支援し、本市における生涯学習の振興を図るための中核的施設として、千葉市生
涯学習センターを設置する。

（１）資料・情報の提供を総合的に行い、多様なニーズに対応する。
（２）様々な学習相談に応じ、学習活動の活性化を図る。
（３）調査・研究に対する多角的な支援を行い、高度で専門的なニーズに対応する。
（４）生涯学習活動のための調査及び研究・開発を行う。
（５）自主的・自発的な学習活動を支援する。
（６）他の機関・施設等と連携・協力して生涯学習を推進する。

成果指標※

数値目標※

制度導入により見込まれる
効果
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延べ受講者数　３５,０００人 ４０，３０１人市民生活や地域社会の課題を「学ぶ」機会を提供する

学習成果が「生きる」地域づくりを進める

施設利用率　５５％ ６４.７４％ 117.7%

ボランティアコーディネート件数　２６０件 ２３４件 90.0%

H30年度実績

２２５，０９４人施設利用者数

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定
の数値は括弧書きで表している。

（２）その他利用状況を示す指標

指　標

学びを「支える」環境づくりを進める

（１）成果指標に係る数値目標の達成状況

３　管理運営の成果・実績

成果指標 数値目標※ H30年度実績 達成率※

115.1%
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※「計画」とは、事業年度ごとの事業計画書で定めた計画額を示す。

  「提案」とは、選定時の提案書、事業計画書で指定管理者が提案した見積額を示す。

間接費の配賦基準・算定根拠

公益法人会計基準に則り６つに区分し、本部経費については、従事割合等の配賦基準により各会計に配賦計上。
法人会計に配賦した費用から基本財産、特定資産の運用益等の収益を差し引いた差額を、法人会計以外の５つ
の会計へ配賦した額の割合で按分し、法人会計の財源として一般管理費に計上する。

計画 598,684 594,546 計画－提案 △ 10,341合計

実績 568,146 597,717 実績－計画 △ 30,538

提案 609,025 596,620

一般管理費配賦割合の減

計画 37,111 36,460 計画－提案 0間接費

実績 15,431 48,846 実績－計画 △ 21,680

提案 37,111 36,460

計画 0 0 計画－提案 0その他事業費

実績 0 0 実績－計画 0

提案 0 0

計画 235,194 235,610 計画－提案 △ 14,911
事務費、維持管理費の減

事務費、維持管理費の減委託費

実績 230,911 231,385 実績－計画 △ 4,283

提案 250,105 242,334

光熱水費、修繕料の増

計画 121,701 132,052 計画－提案 △ 9,858 光熱水費の減管理費

実績 132,785 127,839 実績－計画 11,084

提案 131,559 131,620

印刷製本費、通信運搬費の減

計画 42,277 38,002 計画－提案 7,999 租税公課（消費税）、印刷製本費の増事務費

実績 38,556 42,199 実績－計画 △ 3,721

提案 34,278 34,419

人事異動

計画 162,401 152,422 計画－提案 6,429 人事異動人件費

実績 150,463 147,448 実績－計画 △ 11,938

提案 155,972 151,787

    イ　支出

（単位：千円）

費　目 H30年度
【参考】
H29年度

計画実績差異・要因分析

差異 主な要因

計画 598,684 594,546 計画－提案 △ 10,341合計

実績 603,244 594,765 実績－計画 4,560

提案 609,025 596,620

その他収入

実績 2,204 2,251 実績－計画 △ 1,582 受講料収入の減

計画 3,786 3,856 計画－提案 △ 70
提案 3,856 3,856

施設利用者の増

計画 39,462 33,509 計画－提案 △ 731

差異

利用料金収入

実績 45,604 35,333 実績－計画 6,142

提案 40,193 33,509

564,976 559,255

557,181 実績－計画 0
555,436 557,181 計画－提案 △ 9,540 管理費、委託費の減

主な要因

計画実績差異・要因分析

指定管理料

実績

計画

提案

555,436

費　目 H30年度
【参考】
H29年度

４　収支状況

（１）必須業務収支状況

    ア　収入

（単位：千円）
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ボランティアコーディネート件数　２６０件

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：成果指標が市設定の数値目標の１２０％以上（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＢとする。）

　Ｂ：成果指標が市設定の数値目標の１０５％以上１２０％未満（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＣとする。）

　Ｃ：成果指標が市設定の数値目標の８５％以上１０５％未満
　Ｄ：成果指標が市設定の数値目標の６０％以８５％未満
　Ｅ：成果指標が市設定の数値目標の６０％未満

延べ受講者数３５,０００人の達成 Ｂ

施設利用率５５％の達成 Ｂ
Ｃ

総支出 571,255 600,131
収　支 34,608 △ 4,158

△ 1,207

H30年度 【参考】H29年度

総収入 605,863 595,973

△ 2,951

自主事業

収入合計 2,619 1,208
支出合計 3,109 2,415
収　支 △ 490

５　管理運営状況の評価

（１）管理運営による成果・実績（成果指標の目標達成状況）

評価項目 市の評価 特記事項

利益の還元額

利益還元の内容

（３）収支状況

必須業務

収入合計

支出合計

収　支

603,244 594,765
568,146 597,716
35,098

（単位：千円）

合計 実績 3,109 2,415

間接費の配賦基準・算定根拠

その他事業費 実績

本社費・共通費 実績

事業費 実績

利用料金 実績

委託費 実績

使用料 実績

事務費 実績 2,728 2,034
管理費 実績

（単位：千円）

費　目 H30年度
【参考】
H29年度

人件費 実績 381 381

実績 2,619 1,208

（単位：千円）

自主事業収入

その他収入

合計

費　目 H30年度
【参考】
H29年度

実績 1,355 1,205
実績 1,264 3

（２）自主事業収支状況

イ　支出    ア　収入
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利用促進の方策

Ｂ Ｂ

（１）幅広い施設利用の確保

Ｂ Ｂ

・休館日は、条例では毎週月曜日と規定さ
れているが、毎月第４月曜日のみを休館と
して、利便性を高めている。
・Facebook等のSNSの更新頻度を高め、施
設の周知や事業ＰＲに努め利用促進を図っ
た。
また、スマホ、タブレット等の環境でもよ
り見やすく・使いやすいホームページを目
指し、デザインやレイアウトについての検
討、作業を重ねた（令和元年度中に大規模
なリニューアルを実施予定）。
・デジタル音楽室の防音処理や食文化研修
室の利用区分の変更、利用料金の値下げな
どの対策により、施設利用率が前年度比
1.9ポイントの増加となった（H29年度施設
利用率62.8%　H30年度施設利用率64.7%)。

・無線LANによるパソコンへのインター
ネット接続環境を整え、利用者の利便性を
向上させている。
・管理運営の基準では、利用者を対象とし
たアンケート等の実施を求めているが、そ
れに加え、利用者懇談会や事業の第三者評
価を実施し、事業運営への反映を行った。

利用者への支援

利用者意見聴取・自己モニタリング

開館時間・休館日

利用料金設定・減免

施設・設備貸出業務

（２）利用者サービスの充実

３　施設の効用の発揮

Ｃ

（２）施設の維持管理業務

施設の保守管理

設備・備品の管理・清掃・警備等

（１）人的組織体制の充実

管理運営の執行体制

必要な専門職員の配置

従業員の能力向上

Ｃ

Ｂ Ｃ

・定期保守点検業務着実に行い、快適な利
用環境を提供するとともに、事故の防止に
努めた。
・利用者アンケートをもとに、速やかに各
種改善を図り、利便性の向上を図った。

リスク管理・緊急時対応

２　施設管理能力

市の指定管理料支出の削減 Ｃ

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：選定時の提案額から１０％以上の削減
　Ｂ：選定時の提案額から５％以上１０％未満の削減
　Ｃ：選定時の提案額と同額又は５％未満の削減
　（Ｄ・Ｅ：選定時の提案額を超える支出を行うことはないため、該当なし）
　－：対象外（市の指定管理料支出がない。）

（３）管理運営の履行状況

評価項目 自己評価 市の評価 特記事項

ＣＣ

１　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

市民の平等利用の確保

関係法令等の遵守

（２）市の施設管理経費縮減への寄与

評価項目 市の評価 特記事項
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平成２９年度に実施した市民アンケートに
よる実態調査の分析結果を、今後の事業の
充実に向けて活用すること。

平成29年度

・世代による学習ニーズの違いへの対応が必要であること
が明らかになったため、応募状況等も勘案して事業の見直
しを行った。
・情報発信の充実が、世代別に利用の多い媒体ごとに求め
られていることが明らかになったため、ホームページのリ
ニューアルやＳＮＳによる発信のあり方の検討を行った
（令和元年度中に大規模なホームページのリニューアルを
実施予定）。

ボランティアのコーディネート件数につい
ては、引き続きモニタリングをしながら、
目標値に向けて努力すること。

平成29年度
・ボランティアセンターの新規依頼が見込める学校・公民
館等に直接訪問し、事業説明を実施する等の広報活動を
行った。

一般向けの就労支援に限らず、高齢者向け
に将来に向けてのキャリア教育の充実を図
ること。

平成29年度

・自己のキャリアプランを考えていく上での一助となるよ
うな幅広い視点でのプログラム作りを目指している。
・令和元年度は、シニアのセカンドキャリア形成の一つの
方向性として地域活動やボランティア活動へのきっかけづ
くりを目的とした「シニアライフが充実する大人の科学講
座『科学マジックを楽しもう』」を新たに企画実施予定。

【評価の内容】
　Ａ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回るなど、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね管理運営の基準・事業計画書等に定める水準どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：一部、管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、改善の余地がある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

（４）千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会意見を踏まえた対応

意見の内容 意見対象年度 対応・改善の内容

Ｃ

市内業者の育成

市内雇用への配慮

障害者雇用の確保

施設職員の雇用の安定化への配慮

生涯学習ネットワーク

Ｃ

４　その他

（３）施設における事業の実施

Ｂ Ｂ

・現代的課題学習に関する講座を７０講座
実施した（H29年度実施数：６７講座）。
・メディア学習事業では、昨今ニーズの高
いスマホやタブレット講座を拡充し、６講
座実施した（H29年度実施数：５講座）。
・ボランティアセンターの新規依頼が見込
める学校や公民館に直接訪問し、事業説明
を実施した。小学校１５校、中学校７校、
公民館８館。その他公民館職員の会議（主
事部会）６回、学校教員向け研修会７回。
・自主事業において、講座イベント等を計
４１講座実施することにより、市民の幅広
い学習ニーズに対応するとともに、生涯学
習情報の提供と生涯学習センターのＰＲに
努めた（H29年度実施数：３０講座）。

施設の事業の効果的な実施

自主事業の効果的な実施
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６　利用者ニーズ・満足度等の把握

（１）指定管理者が行ったアンケート調査

実施内容

調査方法

回答者数

質問項目

ア　受講者アンケート　【回答者数】8,787件
　　講座・講演会等の受講者に対し、アンケート用紙を配付し、満足度を４段階で
　　評価していただいた。
イ　利用者アンケート　【回答者数】9,082件
　　研修室、会議室等の施設利用者に対し、利用報告書にアンケート欄を設け
　　次の項目について５段階で評価していただいた。①施設の学習環境について
　　②施設・備品について　③職員の対応について
ウ　インターネットアンケート 【回答者数】8件
　　生涯学習センターのホームページにアンケートを掲載し、次の項目について
　　回答して頂いた。
　　①講座・イベントへの参加の有無
　　②講座・イベントに参加したことがない理由
　　③講座・イベントの要望
　　④貸出施設利用の有無
　　⑤貸出施設を利用したことがない理由
　　⑥施設や付随するサービスへの要望
　　⑦生涯学習センターHPのデザイン・使いやすさ
　　⑧生涯学習センターHPについて不満なところ
　　⑨生涯学習センターHPを閲覧する媒体
　　⑩生涯学習センターHPで充実してほしい情報
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結果

ア　受講者アンケート
　
　

イ　利用者アンケート

ウ　インターネットアンケート

満足 やや満足 やや不満 不満
76.0% 21.9% 2.1% 0.0%
72.2% 25.0% 2.7% 0.1%
67.8% 29.6% 2.5% 0.1%
53.1% 38.5% 7.3% 1.1%
75.6% 19.8% 4.3% 0.3%
65.4% 30.3% 4.2% 0.1%
70.3% 29.7% 0.0% 0.0%
64.5% 32.9% 2.6% 0.0%
70.3% 27.8% 1.7% 0.2%
76.8% 21.7% 1.2% 0.3%
61.6% 33.7% 4.3% 0.4%
71.0% 25.7% 3.0% 0.3%合計

項　　目
ちばカレッジ

郷土に関する事業
指導者養成

現代的課題学習

学習ボランティア活動の支援
パソコン講座
メディアリテラシーに関する学習
情報端末に関する学習

自主事業

市民の学習活動への支援
学習成果の発表の機会の確保

とても良い 良い 普通 悪い とても悪い
71.6% 24.5% 3.5% 0.3% 0.0%
70.4% 25.4% 4.0% 0.1% 0.0%
72.9% 23.2% 3.9% 0.0% 0.0%

項  目
施設の学習環境
施設・備品
職員の対応

項　　　目 ある ない
講座・イベントへの参加の有無 6 2

項　　　目
参加したい講
座・イベントがな
かった

参加したい時間
に講座・イベント
をやっていない

どんな講座・イ
ベントがあるか
わからない

家から遠く、参
加できない

講座・イベントに参加したことがない理由 1 0 1 0

項　　　目 ある ない
貸出施設利用の有無 5 2

項　　　目
利用したい施設
がない

利用したい時間
利用できない

どんな貸出施設
があるかわから

家から遠く利用
できない

貸出施設を利用したことがない理由 0 1 0 0

項　　　目 満足 やや満足 やや不満 不満

生涯学習センターＨＰのデザイン・使いやすさ 1 6 0 1

項　　　目 パソコン 携帯電話 スマートフォン タブレット

生涯学習センターＨＰを閲覧する媒体 6 1 1 0

項　　　目 講座・イベント 貸出施設 施設案内 生涯学習相談
5 5 1 1

ボランティア情報 視聴覚教材 その他
4 0 0

1

生涯学習センターＨＰで充実してほしい情報

中央図書館のみある
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駐車場と駐輪場の案内表示が見えづらい 経年劣化した案内表示の張り替え、塗り替えを行った。

（２）市による評価

総括
評価 Ｂ 所見

市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われてい
た。

①生涯学習事業
　2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けた機運の醸成を目的
とした講座 を実施するなど、市民の幅広い学習ニーズに対応した講座を
実施した。また、現代的課題学習に関する講座やパソコン講座等を拡充
して実施したことにより、成果指標である延べ受講者数35,000人を上回
る40,301人を達成した。

②施設管理業務
　駐車場と駐輪場の案内表示を更新するなど、施設利便性の改善や、ア
ンケートの反映等による施設利用方法の改善により、施設利用率は昨年
度を約1.9ポイント上回る64.7％となり、成果指標である55％を超え、市
民の自主的な学習活動を支援した。

③維持管理業務
　建築物・建築設備等の保守点検や修繕について、計画的に実施すると
ともに、突発的な修繕にも適切に対応した。

④自主事業
・民間事業者等と協力し、生涯学習センターの利用促進を図る講座を実
施するとともに、市内大学等の公開講座を開催し、市民の生涯学習活動
を促進するための学習機会を提供した。
・「生涯学習センター夏祭り」に4,490人が来場し、施設の認知度、利用
度の向上に貢献した。

【評価の内容】
　Ａ：市が指定管理者に求める水準等を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。
　Ｄ：管理運営の一部において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、改善の余地のある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営全般において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

７　総括

（１）指定管理者による自己評価

総括
評価 Ｂ 所見

市民の生涯学習の機会及び地域の交流の場を提供するとともに、総合的
な生涯学習活動を支援することより、市民文化の向上、市民サービスの
充実に努めた。多様化する市民ニーズに対応した、生涯学習情報の収
集・提供、各種学習相談、幅広い学習機会の提供、ボランティア等の学
習指導者の養成など、多種多様な生涯学習活動を推進した。
延べ受講者数は４万人を超え、施設利用率は、前年比1.9ポイント増の
64.7%を達成した。ボランティアコーディネート件数は前年度比13件の増
となり、ボランティアセンターの利用促進を図るために実施した学校等
への直接訪問による事業説明は、令和元年度も引き続き実施する。
また、各種アンケート調査による、市民ニーズの把握や魅力あるプログ
ラムの改善に努め、利用者の拡大、満足度の向上に努めていく。

和室に服を掛けるところが欲しい 和室にハンガーとハンガーラックを設置した。

地下1Fのトイレの場所がわかりづらい 案内板を設置し直した。

（２）市・指定管理者に寄せられた主な意見・苦情と対応

主な意見・苦情 指定管理者の対応
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（３）千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会の意見

市による評価はおおむね妥当であると認める。
また、指定管理者の倒産、撤退等のリスクを把握するという観点から、提出された財務諸表等から判断した結果、財
務に関する事項で特記するものはないと認める。
その他、次の事項 を 本委員会の意見とする。
ア　ボランティアのコーディネート件数については、引き続きモニタリングをしながら、令和２年度の目標値に向け
て努力されたい。
イ　生涯学習の中核的施設である役割を担うために、公民館と連携した 事業の充実を図られたい。
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